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1.4 河道の安定化対策の環境⾯の効果
（３）対策後の状況④ ⽣物環境（産卵床）

●対策前は産卵床が無かったが、落差⼯の⿂道整備後は上流
までサケやサクラマスの産卵床が確認されるようになった。

●河道の安定化対策区間内でも産卵床が確認された。

産卵床確認位置図

種ごとの産卵床確認数
境橋

光橋

鶴声橋
鶴⾒橋

⼩鳩橋
共栄橋

No1〜N03落差⼯
（H19〜H20施⼯）

河道の安定化対策区間

落差⼯上流で
径年的に産卵床を
確認。対策区間内で

産卵床を確認。
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リファレンスサイト 対策前 対策後
三岐腸⽬ 汎有肺⽬ オヨギミミズ⽬ カゲロウ⽬ カワゲラ⽬
コウチュウ⽬ トビケラ⽬ トンボ⽬ ハエ⽬
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1.4 河道の安定化対策の環境⾯の効果
（３）対策後の状況④ ⽣物環境（底⽣動物）

●対策前は河床が岩盤のため、種数が14種と少なかった。
●リファレンスサイトや対策後は、河床や河岸の環境が

多様なため、様々な種の底⽣動物が⽣息できている。

■⽬ごとの種数
計 50種

計 14種

計 46種

種
数
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1.5 今後の予定

項 ⽬ 〜R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7〜 備 考

⼯

事

河道拡幅

床⽌⼯ 状況に
応じ設置

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

河道形状
（測量）

流量、流砂量

動植物分布、
動植物相 ● ●
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